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ぱ じ め に

早稲 田大学国際部 の初級 ～初 中級 クラスで は,1994年9月 か ら新教科

書 丁OTALJAPANESEを 使 用 している。この教科 書 は,あ る程度学

習歴のある学習者 にたい し途 中の課 か ら使 い始 めるクラスをふ くめ,7レ

ベル(7ク ラ ス)で 使用 され ているが,筆 者 はそ の うちい ちばん下の第1課

か ら使 うク ラス を担 当 している。本稿 では,TOTALJAPANESEの

著者 のひ とりと して広 く本書 の意 図す る ところを理解 し,有 効 に使用 して

いただける よ う,実 際 に使用 している教師 としての実践 と実 感 も踏 まえ,

本 書 の活用法,使 用上 の留意点,授 業 の工夫 な どにっいて述べ ること とす

る⊃

1本 の構 成 と特色

丁OTALJAPANESEは,4技 能 の学習 を 目的 とす る総合 型 の初級

～初中級学習者 向け教科 書で ある
。 自然 な会話力が身につ くよ う,談 話機

能 の学習 に力 を入れ てい る一方 で,本 格的 に 目本 語 を学習 しようとす る学

習者が,将 来 中級学 習へ とスムーズに入 って行 けるよ う,初 級 ながら しっ

か りと読み書 きの学習 も取 り入れ,文 法の基礎学 習 も重視 している。全体

は,「 会話 の本 」CQnversation2冊,「 読み 書 きの本 」Readingand

Writing1冊,「 文法 ・会 話解 説 の本 」Grammar鋤dConversation
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Notes1冊 の3種4冊 の本 からな る。各本 はそれぞれ学習 や使用 の 目的

に よって独 自の役割 をになって分冊 とされ てい るが,「 聞 き話 す」 と 「読

み書 く」 がば らば らにあ るのでは な く,r文 法 ・会話解説 の本 」 の各課 で

取 り上げ られた文法項 目を共通項 と して,「 会話 の本」 と 「読み書 きの本 」

は内容や トピック,語 彙な どがた がい に関連 し合い,補 い合 っていて学習

しやす くなってい る。会話力養成 だけを学習 目的 として 「会話 の本」 のみ

を使 用す る ことも可能 であ るが,本 格的 に 日本語 を学習す るには4冊 の

シ リーズ本 として使 用す ることが必須 である。

まず,各 本 を構成 す る項 目は次 のとお りで ある。

「会話 の本」

・『会話」

・「応答練習」

・「談話練習」

・「ことば」

注)「 応答練習」 の前 に,主 に難度 の高 い活用形 な どの練習 を 「文 法

練習」 として入 れてある課 もある。

「読み書 きの本」

・「漢字表」

・「漢字 タスク」

・「読 み書 きタスク」

・「読 みま しよう」

・「読 み物」

「文法 ・会話解説 の本」

・「文法 ノー ト」

・「会話 ノー ト」

上記 の よ うな構成 の各本 の内容 お よび特色 は本書 のIntroductionに

詳 しいので以下,そ れ を引用す る。

1「 会話 の本」
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本書は,自 然な会話表現を重視 し,口 頭のコミュニケーション能力の養

成をめざしている。文法項 目がその文法的な意味だけでなく,生 きた談話

の中でどのよ うな機能をもち,実 際にどう運用 されているかが学習できる

ようになっている。会話は留学生が遭遇 し経験するであろう場面や トピッ

クを想定 し,そ こでよく使われる語彙や表現を入れて実用性をもたせた。

会話や練習はできるだけ漢字 まじり文にしてふ りがなをっけたが・漢字

の少ない第1分 冊は分かち書きにして読みやすさをはかった。ローマ字の

使用は極力避けたいが,ひ らがな,か たかなを習得 していない初歩の学習

者が予習に困難 を感 じることのないよう1課 から3課 までの語彙表 の語

彙 ・表現にはローマ字を併記した。会話および練習はカセットテープに入

れてある。

2「 読み書きの本」

'読み書きの基礎を培い,中 級につながる漢字力,読 解力,文 章力を養成

するのが本書の目的である。会話表現 とは異なる文章表現に初期から慣れ

親 しみ,正 しく読み取 る力 ときちんとした文や文章を書 くカがつくよう,

学習段階に適した読み書きの材料を読み書きタスク・読みましょう・読み

物で提供している。

文字の学習は,400漢 字ができるだけ効率的に学習できるよう漢字 タス

クをつけるなど工夫 した。r読み書きの本」 とr会 話の本」の各課の語彙,

文法,ト ピックはそれぞれほぼ共通しているが,課 によってはより書 きこ

とば的な語彙なども加えた。

3r文 法 ・会話解説の本」

本書は各課,文 法に関する文法解説と話 しことばに関する会話解説から

なる。文法解説では,r会 話の本」r読 み書 きの本」に共通の文法項目の意

味や用法が1課 ごとに取 り上げられ,用 例 とともに解説 してある。会話解

説では,「会話 の本」に盛 り込まれた,話 しことばに見 られ るさまざまな

表現を扱い,実 際の会話での使われ方や留意点,敬 語やくだけた会話など

について解説 した。5課 までの日本語の例文には・一マ字を併記した。
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本教科書シ リーズによる学習時間は約350時 問を要する。本教科書は,

課によっては扱い方が異なることもありうるが,原 則的には,「会話の本」

のそれぞれの課で状況に応 じた会話 をまず学び,つ いで 「読み書 きの本」

の同 じ課 で読み書きを練習する・ とい う手順を踏むのが効果的 である。

「文法 ・会話解説の本」は主に予習あるいは復習 のために自宅学習用 とし

て使 うとよい。(以上引用)

2教 授上の工夫と留意点(1)一 初心者に教える場合

上記3種4冊 の本を実際にいかに使 って教えるか。すでに国際部で2

年間使用されてきているの蔦 担当のそれぞれの教師が工夫や苦労を重ね

て,さ まざまな教科書使用法,活 用法 を編み出していることと思 う。初心

者に教える場合の工夫や留意点と・ある程度目本語の学習歴や知識のある

学習者にたいして途中からこの本 を使用する場合での工夫や留意点はやは

り異なるところもあるので,ま ず,本 章では,初 心者向けのひ とつの,あ

るいはときに幾通 りかの使い方,教 え方,教 える順序な どを具体的に述

べ,次 章で途中から使用するうえでの工夫点,留 意点などに触れることに

す る。以下述べる順序はだいたい学習順序に従っている。

1)文 法を教える

文の構造や活用形,文 型 とその意味,用 法上の注意などは,r文 法 ・会

話解説の本」の 「文法解説」で説明されているので,ま ずそれを学習者に

自宅学習で読んで来 させる。クラスでの文法説明をできるだけ必要最小限

にとどめ,む しろクラスでは,読 んで理解 してきたことをチェックする程

度にできれば,.文法導入 としては成功である。解説が分かりやす く書かれ

ているので,ま った くの初心者であっても文法知識の自習は比較的容易に

行われ るようである。この文法の自習とほとんど同時に,学 習課の新単語

も覚えさせておき,簡 単なクイズを行 うことでことばの習得の徹底 をはか

る。

ついで,ク ラスでは,一 文,一 文の構造 をきちっと学習する。より上の
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段階 での学習 を視 野に入れ た揚合,基 礎的 な文法力 はぜひつ けておか なけ

れ ばならない ものである。近年,文 法教育 はとか く軽 んぜ られ る傾 向 にあ

るが,決 してそ うであってはな らない。4技 能 の基礎 ともい うべ き文法力

は・毎課 ・毎課積 み上げ て習得 させたい。r会 話 の本ゴの中でr文 法練習」

として独 立 して文型や形 が取 り上 げ られてい る課 は限 られて いるので,構

文 の練習 は教師 が プ リン ト類 を用意 した り板書 した りして行 うことにな

る、形 の変換や穴 うめや言 い換 えな どの伝 統的 な文型練 習 も駆使 し,ま

た,文 法項 目が知 らず知 らずの うちに練習 できるよ うな学習者 中心 のタス

ク,ク ラス活動 などによって文 の構造 の基礎的 な学 習 を行 う。

実際 め文型練習 は,初 級 の場合 口頭 で行 われ ることが多いが,そ うした

練習のあ とでは,必 ず書 かせ るこ とで助詞 の間違 いや脱落,テ 形 の促音の

有無な どを確認 してい くこ とが望 ま しい。これ によって 口頭練習 だけでは

聞 きも らしがちな文法ポイン トをチェ ックできるので,書 かせて確 認する

意味は学習者 自身 にとっても教 師 の側 に とって も大 きい。この際,教 師の

用 意す る練習問題 のほかに,書 きを ともな うタスクや書 かせ る宿題 な どを

与 えれば書 きに よる確認 が自然 に取 り入 れ られ よう。 また,簡 単 なディク

テーシ ョンもきちん と完結 した文 を意識 させ る練習 として取 り入 れて もよ

い,こ のよ うに,「 きちん と言 わせ る」練 習 をしてか ら 「きちん と書 かせ

る」練 習 をしてお くこ とは,あ とで練習す る自然な会話の 口頭表現 の影響

を受けて,文 法 をあやふやな形 の ままごまかす ように話 した り書 いた りす

る くせ を もって しまいが ちな学習者 にたい して有効であ る。

TOTALJAPANESEで は,文 法的 な,よ り書 きことば に現れやす

い形 と話 しことば に現れやすい形 のある ものは,第1課 か ら両方 を教 え,

使 い分 けに留意 させ るよ うに して いる。

た とえば,r学 生 ではあ りません」 とr学 生 じゃあ りませ ん」 の使 い分

けなども第1課 の解 説 にあ り,実 際 の授 業 でも使 い分 けを指 導す るよ う

にしている。普通 の会話 では,め った に 「一ではあ りませ ん」 は出 てこな

いので1こ れは主 に文法的 な文,あ るいは書 きことば として扱 ってい く。
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初歩 の学生 に とっていろい ろな言 い方 を学習す ることはた しか に一時的 に

は負担 になる と言 えよ うが,学 習 の最初 か らこ うした使い分 けに慣れ させ

るほ うが長 い 目で見 ていい結 果を うむよ うで,学 習者 自身が次第 に書 きこ

とぱ と話 しことば の違 いや改 まり度 の違 い な どに敏 感 にな って くる。「こ

れ は話 しことばで も(あ るいは,書 きことばで も)使 いますか」 な どといっ

た質問 を学習者 がす るまでになる。初級 が終 わるころになっては じめてこ

れ らの違 いに言及す る教科書があるが,こ の本 のこ うした使 い分 けの導入

の時期の早 さと使 い分 けへ のカの入れ方 は この本 をかな り特色づ けている

と言 えよ う。

こ うした例 は,「 して いる」 と 「して る」,「 しな くてはい けな い」 と

「しな くちゃい けな い」,「 して しま う」 と 「しちゃ う」,「 してお く」 と

「し とく」,「 したのです」 と 「した んです」,「ので」 と 「んで」,「とい う」

と 「ってい う」,「 とても」 と 「とって も」,助 詞 の省略(落 とし)な ど,い

くつ も扱われている。これ らをど う練 習 してい くのか とい うと,く ず して

いない形の方 を主に文法練習 として練 習 し,く ず した形 の方 は,会 話練習

の中で扱 うこ とにな る。

2)会 話 を教 える

尋技能の中では,話 す ことを教 えるのがもっ とも難 しい と言 えるか もし

れ ない。学習者 に とって も到達 点が見 えに くい技能 であるが,そ 劃は学習

者 がイ メー ジ し期 待す る 日常会話(お そ らくは,か な りくだけた会話)と 教

える会話教材 とのギャ ップが意識 され る ことに もよろ う。 … 「同年代 の

日本人大学生 たちの会話 についてい けない。授 業で習 う会話 とは違 うよう

だ,山 一 これ は,日 本 で会話 を習 う揚合 について まわ る問題 点であ る。 こ

れ については会話学習 にはステップがあ り,そ れ らのステ ップ を踏んでい

くこ とによ り次第 に会話力がついて くるこ とを くりかえ し学 習者 に理解 さ

せ,納 得 させ る必要 がある。会話学習 がスムーズに行 われ,会 話 力がつ く

か どうかは,こ こに述べ るよ うな会話学習 の方法 について学 習者 の理解 と

積極的参加 が得 られ るか どうかにかかっている と言 えよ う。
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会話学習 に入 る前 には,当 然 の ことであるが,こ とばや表 現の意味 を覚

え,文 の構 造 を知 っていなければ な らない。「会話 の本」 の 「ことば」 を

覚 え,文 法 の学習が終わ ったあ と,は じめて会話 の学習に入 るのである。

まず・「文法 ・会話解説 の本」 の 「会話 ノー ト」 を読 んで来 させ る.話

しこ とば に特徴 的 な待遇,フ ィラー,あ いづち,イ ン トネー シ ョン,挨

拶・表現 ・語彙・表現意図,応 答 の型,言 いさ し,く だけた会話,会 話上

の約束事・ 書 きこ とば との違い な どは,r会 話 ノー ト」 に分 か りやす く説

明 され てい る。会話練習 はまず この知識 を得 ることか ら始 まる。

会話練習 に入 る時には,「 会話 の本」 の 「応答練習」 か ら始 め る。 この

「応答 練習」は
,.文 型 のQA(文 法練 習の中で行われ る)練 習 では ない こ と

に注 意す る。 質 問 と答 とい う組 み合 わせ に な ってい るもの もあ るが,

Statementと そ れ にたいす るコメン ト,statementと 質 問 といった さま

ざまな応答の形式 で成P立 っていて,主 に最短 の機能 を練習 できるのが特

色 である。応答練習 の 目的 は,そ の課 の構 文や文法項 目の基本 を踏 まえつ

っ,会 話 らしい短 いや り取 りを身 につけ させ るこ とにある,こ れは,で き

れば,教 師 と学習者 の間 で練習 をす る前 に,LLで テ ー プを使 って く り

かえし話 しことば の基本 として耳 と口を使 って練習 させたい。特 に,イ ン

プ ッ トとして聞 くこ とに集 中 して練習 でき る とよい。LLが ない場合 は,

学 習者 に 自分 でテープを使 って練習 させ る。授 業 でも,時 問 が許せば 「応

答練習」 のすべ てを,時 間的に難 しければ後述 の 「談話練習」 に含 まれ て

いない ものを中心 に練習す る。練習方法 としては,キ ーセ ンテ ンス とキュ

ー を教師 が与 え
・学習者 は応答 の型 に合 わせ て答 える。時 には,教 師 の代

わ 卯 こテープを使 ってみ るの も変化 があってよいで あろ う。練習 の段取 り

としては・ これ らのr応 答練習」 を終 わ らせて から,次 に述べ るr談 話 練

習」に入 るや り方 もあるが,た とえば,「 応答 練習」の1番 をやったその

す ぐあ とに,1番 に関係 のある 「談話練 習」 の何番 かをやる とい う並行 的

なや り方 もある。 この並行的 なや り方 は,練 習 を単調 に しないために も,

また練習 のポイ ン トを明確 にす るためにも有効 であ るので,時 々取 り入 れ
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るとよいρ

「談話練習」 は
,「 応答練習」 よ りも長 いや りとりの中に,機 能 に重点 を

置 いた り,挨 拶 や談話 の約束事な どもふ くめた りした もので・代入練習 で

きるよ うにな ってい る。代入練習は,見 本 とな る短 い会話 を軽 く覚 えたあ

と代入 のキュー を与 えて行 った り,見 本 となる会話 を見なが ら代入 させた

り,会 話 の役 を相手 と取 り換 えて行 った り,学 習者 の能 力や学習 時聞に よ

っていろい ろなや り方 を してみる。単調 さを避 け練 習に変化 をつけるため

に,課 によってや9方 を変 えてみ るのもよい。 キューの与 え方 も,口 頭 に

した りカー ドに書い たものを渡 した りしてみ るのもよいで あろ う.教 科書

にある練 習 が終 わったあ と,余 裕 があれば,た とえば,「 ス ミス さん を何

かに誘 ってみて くだ さい。ス ミス さんは誘 いに乗 るな り,断 るな りして く

ださい」 といった指示 を出 して応用会話 をさせ てみ るのもよい。 こ うした

r談 話練習」 を行 って,あ る程度 の長 さのや り取 りに慣れ,談 話 の型 が身

.に っいて きた ら,は じめて 「会話」 の学習 に入 る。

「会話」 のほ とん どは 「談話練習」 で練習 した ミニ会話 か ら成 り立 って

いるので,「 談話練習 」がす でに 口慣 ら しと しても意味上 も問題 な く学習

で きているのなら,や や長 い ことを除 けば難 し くはない、イン トネー シ ョ

ンや間 の取 り方 な どに気 をつ けなが ら,2人 あ るいは2つ のグルー プにそ

れぞれの役 のせ りふ を言 わせる。 この際,読 ませ るよ りはテー プ を使 う.

か,教 師 の手本 をまね させ るほ うが よい。それぞれの役 を男,女 の学習者

に言わせ る うえで,問 題 が なげれば その ま ま練習 す るが,男 性 的な物言

い,女 性的 な物言 いのあるものはその点 を指摘 して,そ れ ぞれ適 当な表現

に変 えて練 習 させ る。 そのあ と,r会 話」 の内容 について・理解 をチ ニ ッ

クす るために()Aを 行 ってみ るの もよい。

会話 の暗記,暗 唱 につ いては,賛 否 のある ところであろ うが,上 記 のよ

うな練習 を した翌 日な どに,DP(dialogueperformance)と し て,ジ

ェスチ ャーな どを交 えなが ら,会 話 の再現 ・実演 をさせ る。8ミ リビデオ

に撮 った り,テ ープに録音 した りして後 で フィー ドパ ックで きるよ うにし
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てお くとよい。暗記,暗 唱,実 演 はこれを苦手 とする学習者 もたまにい る

が,で きるだけ楽 しい雰 囲気 の中で 自然 に行 えるよ うに したい。

学習 時問 に余裕 のある場合 は,こ の あ と,教 師 がある程度主導権 をもち

なが ら,会 話 の一部 を変 えてさらに練習 して もよい。さ らに余裕の ある揚

合1こ は,・ 一ルプ レイを した り,簡 単 なスキ ッ トを した りして応 用力 を養

う。

3)文 字(漢 字)を 教 える

漢字 の導 入 は第2課 か ら始 まる魁 「漢字表」.に ある項 目通 りに進 めて

い く。各課 の漢宇 の導入 と学習は,実 際 の授業 では,こ とば を学習 したあ

と,文 法や会話 の学習 に入 る前 に行 ってお くのが望 ましい。練習 する文法

文や会話教材 には新漢字 が くりか えし出て くるこ とが多 いので,文 や文章

の読み書 きの練習 をす るよ りずっ と前 に新漢字 が読み書 きできるように し

てお く。初期 の学習段階 では,筆 順や漢字 を書 くコッな どを板書 でていね

いに指導す るほ うがよい。自由に書 かせ てお くと,筆 順や字形な どで変 な

習慣 を身 につ けて しまいがちである。 しか し,あ る程度進んだ段 階まで来

た ら,新 漢字 の学習 は基本的 には 自宅学習 とし・ クラスではチ ェックする

程度でよいだろ う。

漢字学習 は読み書 きの基礎であ り,大 人 の目本語学習者 にとって漢字 の

知識な くしての(ひ らがな とかたかなだけの)読 み書 きとい うのはあ りえな

い。TOTALJAPANESEは,文 章 の読み書 きは中級 に入 ってか らで

よい とい う立場や考 え方 は取 らない。そのため,尋00漢 字 の学習 をめ ざし

ているが,そ れ が孤立 した新漢字 だ けの学習 に終 わ るこ との ない よ う,

「漢字 タスク」 で既習 漢字の復 習 も交 えな が ら漢字 の基礎力 と応用力 を養

う、同時 に文法 の練習 としての文 の書 きや書 くタスクの際 も,で きるだけ

既 習,新 出 を問わず漢字 を使 うよ う指導 して い く。「読み書 きタス ク」は,

文 宇の練習 も総合的 な読み書 き能力 も同時 に楽 しく練習で きる ようになっ

ているので,で きるだけ授 業で練習 させ たい。

4)読 み を教 え目る
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ここで言 う読 み とは読解 の ことであ る.「 読 みま しょ う」 の よ うな一文

の読解 もあれば,「 読み物 」 のような文章の読解 もあ る。「会話」 と共通す

る文法項 目や語彙 が学習済み なので,か な り読み は楽 なはずであ る。

TOTALJAPANESEで は,文 の意味や構 造,文 章 の流れや内容 を

本当 に理解 しで いるのか どうか,「 読 み ましょ う」 と 「読 み物」 を使 って

チ ニックするこ とができる。だれが何 を したのか,ど っちが先 に起 こった

のかな ど,事 実 関係や前後 関係 に関す る質問 を用意 してそれ に答 えさせ る

のもよい し,自 分 りこ とば で言い換 えを させてみ るの もよい。 目本語以外

に共通語が ある場合 な どには訳 させ てみ るの も時 に 目先が変 わ ってよい方

法 である。いずれに して も,会 話練習 で練習 した軽 や かな話 しことば とは

違 う書 きことばの文法的,文 体的な折 り目正 しさに慣れ させ・学習者 が 自

分 で文や文章 を書 く時の よい見本 とさせ る。

読解 の前提 には,音 読 と黙読 があ り,読 み物 に よってその どち らか をさ

せ る。音読 は発音 を見 るとい うよ りは文 の構造や文章 の流 れ をどの程度 自

然 にとらえているかを見 るた めにさせ てみ る。音読 がす らす らとできる学

習者 は,意 味のあるつ なが りや切 り方 がわかってい るこ とが多 く,そ こを

見 る目的で音読 を させ る意味 は決 して小 さ くない し,自 習 で読 み練習 を し

てきたか ど うかのチニ ックにもなろ う、一方 で,黙 読 だけを させてか ら質

問を受 け,理 解 を深 めたあ と,内 容 や構文 に関す る質問 をする とい うや り

方 もある。 これ らのQAは 口頭 で行 う場合 も読み書 きで行 う場合 もある・

TOTALJAPANESEの 後 半 には,初 中級 に相 当す る 「読 み物」 も

あ り,そ の 中のい くつ かはかな り読 みごた えのあ る難度 の高 い文章 であ

る。文章 を読 むこ とを苦手 とする学生 たちの場合,読 み物 の難 しさによっ

ては,読 む前 に何 らかの準備 をさせ るこ とも必 要で あろ う。 た とえば,テ

ー マに関係 のあるQAや 導入 をして か ら読 む とか,学 習者 自身 の経 験 を

話 させ てか ら読 む とか,関 連 する視覚教材 を見 せ る とか,読 む 「読 み物 」

の種類や内容 に よ り準備段階 を設 けてか ら読み に入 る といった工夫 も欲 し

いD
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5)書 き を教 える

尋技能 の うち,文 な どの書 きが もっ とも学習動機 に欠 ける技能 である。

これ は授業 の 中で,タ ス クで書 かせる,メ モ を書 かせ る,作 文 を書 かせ

る,手 紙 を書 かせ るなど,積 極的 に取 り入れ ない と,学 習者 は練習問題や

宿題 やテス トの時 ぐらい しか書 かないこ とにな りかね ない。「読み物』 に

ある作文例 な どを手本 に して,学 習 した構 文や語彙 や文字 を駆使 して作文

などを書 かせ た りす る努力 は重ね てい くべ きで ある。言 うまで もないこ と

であるが,文 章 を書 かせ るなかで,助 詞や活用 形な どの文法 チェ ックと同

時に,話 しことば を文章 に持 ち込 まない よ う,つ ねに注意 してい く。初 級

の教科 書では あるが,TOTALJAPANESEで は 書 きことばの学習が

比較的容易 にで きるので,教 える側 もこの点 につ ねに留意 して指導 した

いP

3教 授上の工夫と留意点(2)一 学習歴のある学生に教える場合

前項では,初 心者に教える場合を中心に述べた。初心者に教える揚合

は,文 法や漢字,会 話,読 み書きの基礎力をつけることに時問のほとんど

が費や されるため,運 用力 をっけるところまで教えるのは時間的にも能力

的にもなかなか大変である。しかし,新 しいことを吸収 しようとする学習

者たちの熱意は時に匿習者を上回るので教えがいがある。

初級 の途中まで学習 したことがある学習者やほとんど初級の文法だけを

学習 してきた学習者,聞 き覚えなどで多少の日本語の知識のある学習者な

どにたいしてTOTALJAPANESEを 使って教える場合は,や はり初

心者に教 えるのとは方法的,内 容的に,ま た,学 習者心理の面でも異なる

ものびあることに注意 したい、以下,そ の相違点を中心に,簡 単に触れる

こととする。

1)文 法 を教える

すでに構文 を知 っていると思 う場合,学 習者はもう文法練習をする必要

はないという反応 を示 した り・拒絶的な態度を取ったりすることがある。
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真 に構 文の意味 を知 り使 える揚合 は,文 法練 習 を省 略 してもよいだ ろ う。

しか し,往 々に して,う ろ覚 えで あった り正 しい形 が作 れなか った りす る

ことが多い。こ うした場合 は,学 習者 の弱い点だ けを短 時問にお さ らい し

て習得 をはかる と同時 に,学 習者 自身 が 自分 の弱点 に気 づ き,あ る程 度学

習 にたい して謙虚 な気持 ちになる ように もってい く必要が ある。学習 を始

めた課以前の課 に出た語彙や表現 を文法練習 でで きるだ け多 く使用 し,応

用的 な練習 をす ることによって自分 が まだまだ未熟 である とい うこ とを学

習者 に悟 らせ ることも必要 である。 この ほか,類 似文型 ・類似表現 な どと

の対照的 な学習 もこの レベルには向 いてい るので,ぜ ひ進 んで行 い.たい。

2)会 話 を教 える

会話能力 では,既 習者 の揚 合大 き く2つ のグルー プに分 かれ る。 あ る

学習者 はかな り話す ことに慣 れ,聴 解 力 もある。プ レイス メン トテス トの

結果,比 較的低 い レベル のクラスに入 った主 な理 由は会話能力 ではな く読

み書 き能力 が低 かったた めで あった りす る・また・ ある学習者 は文法 的 に

は一定の レベルまで達 してい るが,フ ィラー,あ いづ ちな どの会話 の約 束

事や文型の機能 的な面 な どを学習 した ことがな く,ご く基本 的 な会話 がス

ムーズ にで きない。後者 め場合には,で きるだけ学習 を始 めた課 までに取

り上 げ られ てい る 「会話 ノー ト」 のポイ ン トを拾 い出 し教 え る ことにす

る。こ うい う異な る背景 や能力 をもつ学習者 が同 じクラスで学習 をす るわ

けであるか ら,指 導内容 が個別的 にな らざるをえない ことも少 な くない ・

教師 によるイ ンタビュー形式 の対話 などを個別的 に行 い・ その結果 を フィ

ー ドバ ックす るなどして個人指導 の徹底 をはか るの もよいだろ う。ク ラス

ワークでクラス全体 を満 足 させるためには,比 較 的会話能力 にたけた学 習

者 を上手 に利用 しク ラス の全体 を引 っ張 ってい くよ うにす る とよい だ ろ

う。教材 的には,初 心者向 けよりはよ り多 くの聴解教材 を補助教材 として

用 い,さ まざまな 日本語 が聞 き取れ るよ うに したい。TOTALJAPA-

NESEのr会 話 の本」 の方針 に沿 うものであれぱ,聴 解 の ようなイ ンプ

ッ トは多 くてよい。
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3)文 字(漢 字)を 教 える

ひ らがな,か たかな もそ うであるが,漢 字 もすでに 自己流 の書 き方 を身

にっ けて しまってい る者 が意外 に多い。あま りに神経質 な矯正は学習意欲

をそ ぐことにな ろ うが,基 本ルー ルの違反 には気づかせ るぺ きで あろ う。

これは学習者 同士 が 自然 に筆順 な どをチ ニック し合 うよ うにもってい けれ

ぱ成功 といえよ う。時 に漢字テス トの中に筆順 テス トをすべ り込 ませ るの

もひ とつ の手 で ある。学習箕囲 としては初心者 の漢字学習 よ りは少 し幅 を

広 げ,authenticな 教 材 もできるだ け取 り入れ てい くとよい。

勾 読み を教 える

漢字学習 はもとよ り,文 章 を読む とい うことをほ とんど経験 していない

学習者 がかな りい ることを前提 に,初 心者 に読 み を教 えるのと同 じよ1うに

教 える。書 きことば に関す る注意(話 しこ とば との違い)が 学習 しは じめた

課 よ り前 の方 の課 の 「会話 ノー ト」や 「文 法 ノー ト」 な どに説明 されてい

るこ とが多いので,教 師 はこれ らを上手 に拾 い出 し,読 みの際に指摘 す る

よ うにすべ きで ある。初心者 にたいす るよ りは,読 みにかかわ る質問 を多

く用意 して深 い読解力 を要求 して よい。

5)書 きを教 える

読み で指摘 し学習 した話 しこ とば と書 きこ とば の違 いを,実 際に文や文

章 を書 かせ るなかで,し っか りと習得 させ たい。初 中級 ・中級 に向 けて,

話 しこ とば と書 きことば の混同 にたいする文 の添削 はかな りきび しく行 っ

て よいだろ う。 この レベル では,基 礎 的な文法 のチェ ックのため にも文 や

文 章を書 かせ る機会 をできるだ け多 くもつ よ うに したい。

終 わ り に

教科書 にどれだけのものが盛 り込まれていよ うと,も ちろんそれだけで

十分な授業ができるわけではないし,学 習できるわけでもない。教師の側

からすれば,綿 密な計画にもとづ く教案づ くりに役立つ 「教師用指導書」

と,そ の時々にふさわしいプリン ト教材や絵教材,聴 解教材のような準備
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が必要 であるし,学 習者 に とっては・ クラスで学習 したこ とを 自宅で練習

あるいは復習す る質 のよい材料 がで きるだけほ しい。絵教材 は現在,あ る

程度そ ろってい るが,「 宿題用練習 帳」 と,「 教師用指導書」 に載せ る ロー

ル プ レイや タスク,ク ラス活動のための材料 な どは現在作成 中である。 こ

れ らがで きあがれば,個 々 の教師 の負担 も少 しは軽減 され るで あろ うし,

授 業 にも質的な向上が期待 できるもの と思 う。
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